
 

 

各 位 

 

久留米市卓球協会 公印省略 

 

第 29回緒方正次郎杯争奪卓球大会のご案内 

 

１．主  催 久留米市卓球協会  

２．共  催 （公財）久留米市体育協会    

３．後  援 九州卓球連盟  久留米市教育委員会  福岡県卓球協会  西日本新聞社 

４．協  賛 株式会社 VICTAS 

５．期  日 令和２年２月８日（土）  中学の部  午前８時開館  午前８時３０分開始 

 令和２年２月９日（日）   一般の部     〃        〃 

６．会  場 久留米アリーナ（旧 県立久留米体育館） 

久留米市東櫛原町 170-1  ℡0942-39-7371  

７． 種   目  ＜一般の部 個人戦＞ 

男子 

①一般シングルス ②フォーティ ③フィフティ ④シックスティ ⑤セブンティ 

⑥ダブルス （一般） ⑦ダブルス （合計年齢 100歳以上の部） 

女子 

⑧一般シングルス ⑨フォーティ ⑩フィフティ ⑪シックスティ ⑫セブンティ 

⑬ダブルス （一般） ⑭ダブルス （合計年齢 100歳以上の部） 

※ シングルスは 1 人１種目とします。 

※ 年齢別種目の年齢は、令和２年４月１日現在の当該年齢とします。 

※ 年齢別シングルスは午前１１時頃から開始します。（受付は随時行います。） 

＜中学の部＞  

男子…⑮団体 ⑯シングルス   女子…⑰団体 ⑱シングルス 

※ 団体戦は中体連方式（４単１複）で実施し、複数の台の使用を予定しています。 

※ 中学の部（⑮～⑱）は、中学２年生以下とし、中学３年生は出場でき 

  ないものとします。 中学３年生は一般の部に申し込みください。 

※ 中学の部は、団体戦、個人戦共に参加数制限はありません。 

           当日団体メンバーが５人の場合は、１番が棄権で相手チームに連絡をしてオーダー 

を作成してください。 

８．試合方法 １ゲーム１１点の５ゲームマッチ。（ただし、中学の部シングルスは、出場者数によ

り途中まで３ゲームマッチやスーパーシードで行う場合があります。） 

  ※団体戦は必ず、同一登録チームで申し込みください。混成チームでは参加できません。  

９．試合球 ＪＴＴＡ公認４０㎜プラスチック（ＴＳＰ） 

 

 



 

 

10．参加料  一般の部 シングルス 700円、ダブルス1,000円  

中学の部（団体１チーム 2,400円、シングルス500円） 

申し込み締切後のキャンセルについては、参加料は返金いたしません。 

11．参加資格 2019 年度（公財）日本卓球協会登録者 

12．申込方法 別紙参加申込書に記入し、総括表と共に下記へ申し込みください。 

〒830－0023 久留米市中央町１５－２９ 

久留米市卓球協会  豊福 幹雄  ℡0942-39-1211 

参加料は申し込みと同時に、同封の郵便局払込取扱票にて納入してください。男女一緒のチー

ムは同じ払込取扱票で納入ください。なお、男女別、団体戦個人戦別等の領収証が必要な場合

は、その旨書き添えてください。 

13. ルール  現行の日本卓球ルールに基づく。但しタイムアウト制は適用しません。 

14．申込締切 令和元年１２月２０日（金） 必着のこと。 

申し込みの受け付け開始は、締切の 1 ケ月前とします。 

15．表  彰 各種目とも３位まで 

※ 参加選手は必ず、2019年度の（公財）日本卓球協会のゼッケンをつけること。 

※ 協会で参加選手に対して、スポーツ傷害保険に加入します。 

 

緒 方 正 次 郎 杯 

平成２年度まで開催してきました久留米市卓球選手権大会を平成３年度より、 

緒方正次郎杯争奪卓球大会と名称変更いたしました。 

この大会は、久留米市卓球協会理事長、久留米市卓球協会会長、福岡県卓球 

協会理事長、福岡県卓球協会副会長としての活躍はもとより、日本卓球協会理 

事として世界卓球選手権大会など、国際的にも活躍された緒方正次郎氏の業績 

を称えるものであります。 

 

緒 方 正 次 郎 氏   略歴 

昭和２１年 久留米市卓球協会を設立 

昭和４８年 福岡県卓球協会理事長就任 

昭和５１年 日本卓球協会功労賞受賞 

昭和５７年 九州ブロック代表の日本卓球協会理事に選出 

昭和５８年 久留米市功労者賞受賞 

昭和５８年 東京世界卓球選手権大会日本卓球協会総務 

昭和５９年 福岡県卓球協会理事長兼副会長就任 

昭和５９年 英国オープン卓球選手権大会日本卓球協会遠征団長 

昭和６０年 ノビサト世界卓球選手権大会日本卓球協会総務 

昭和６０年 福岡県体育協会功労賞受賞 

平成 ２年 １１月２２日 永眠 


